
主治医 印

様 担当医

パス名 誘発分娩 担当看護師

注１　病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得るものです
注2　入院期間については、現時点で予想されるものです
●栄養に関する計画（特別な栄養管理の必要性：有） 記載日　　　　　　年　　　月　　　日 (本人・家族）　　　　　　　　　　　　　　　

患者氏名

病　　名

検　査

2日目
誘発分娩当日

／ ／

経　過

日　時

（手術日・退院日など）

破水したときは抗生物質を内服したり場合に
よっては点滴をすることもあります

午後4時頃に医師の診察があります
子宮口を開きやすくするために風船のような物を
入れることがあります

NST：お腹の張り具合と赤ちゃんの心音を測定する
検査をします

患者さんおよび
家族への説明

安静度
リハビリ

以下のような症状が見られたときはスタッフまでお知らせください
○　出血が大量にあったとき            ○　破水したとき           ○　陣痛が始まったとき
○　風船が抜けたとき（トイレで抜けたときは、流さずにナースコールで知らせてください）
※　陣痛室へ入室の際はウェストニッパー・お産用ナプキン・貴重品・ご自身が必要な物を持参してください
※　立会いをされる旦那様は手洗い・ガウンの着用をお願いします。談話室の自動販売機で“立会いセット”をお求めください
※　状況により予定が変更されることがあります。ご不明な点・ご心配な点がありましたら看護スタッフまでお尋ねください

制限はありません

院内であれば制限はありません

入院診療計画書

排　泄

教育・指導
（栄養・服薬管理）

1日目
誘発分娩前日

食　事

清　潔

治　療
薬剤（点滴・内服）

処　置

産後食が出ます
医師の指示により、貧血食や塩分コントロール食・
エネルギーコントロール食が出ることもあります
帝王切開の可能性がある方は午後9時以降は飲食
できません

シャワー浴はご自宅ですませてからご入院ください

患 者 I D

午前7時30分頃に陣痛室へ移動します
その前に分娩衣に着替えて（ブラジャーは外します）
産褥ショーツをはいてお産用ナプキンをつけて下さい

必要に応じて浣腸を行います

分娩監視装置をつけているので、基本的に陣痛室からは出ることはできません
マタニティチェアで過ごしたり、短時間であれば家族の方と面会に談話室へ行くこと
ができます。点滴が始まった後もトイレに行くことはできます

午前9時頃から陣痛誘発剤の点滴を開始します

分娩監視装置をつけます
午前8時頃に医師の診察があります
このとき大きめの風船を入れることがあります

午前6時頃に体温・血圧・脈拍を測定します

産後食が出ます
その他、食べたいものを食べてかまいません
帝王切開の可能性がある方は引き続き飲食できません
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